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まちを動かす「ひと」の活動や
協働を進める市の取り組みを
紹介します！

市民協働市民協働のの市民協働市民協働ののままちち
動動かかすす！！

をを

　11月28日㈯、仙臺緑彩館を会場に、
まちづくりに取り組む若者同士や、
若者と他の世代が交流し新たなつな
がりが生まれるイベントを開催！
まちづくりに関するステージ発表や
ブース出展などを行います。

仙台若者未来フォーラム

学生スタッフ募集！

NEW!!NEW!!

　イベントの企画・運営を行う学生
スタッフを募集します。６月以降、
月１回程度の会議に参加し、若者目
線でのPR方法やイベントを盛り上
げる企画を検討するほか、当日の運
営も行います。
◦対象

‖

４月１日時点で市内にお住
まいか通学している18～29歳の学
生６人程度〔選考〕　申市
ホームページで４月30日
までに　問市民協働推進課
☎214･8002

詳細・申込

　地域の課題解決やまちの魅力向
上につながる事業提案を募集し、
採択団体に市が負担金を交付。提
案団体と市が協働し、互いの専門
性を生かして事業を進めます。
◦募集時期

‖

６・７月
◦�負担金額

‖

１事業あたり上限
300万円

　若者団体から身近なまちづくり
に取り組む事業提案を募集し、採
択団体に市が負担金を交付。将来
のまちづくりを担う若者と市が協
働し、事業を進めます。
◦募集時期

‖

２～４月
◦�負担金額

‖

１事業あたり上限
30万円

　NPO・町内会・企業などが行
う地域課題の分析・調査などの取
り組みや、複数の団体が連携・協
働して行う課題解決の取り組みな
どに対して助成金を交付します。
◦募集時期

‖

９・10月（予定）
◦�助成額

‖

上限50～300万円
（助成メニューにより異なります）

　まちづくりに関心のある学生や
若手社会人が、「自分ごと」とし
て関われるまちづくりのテーマを
設定。ワークショップとフィール
ドワークを通して、将来のまちづ
くりの担い手を発掘・育成します。
◦募集時期

‖

５・６月（予定）

チカラチカラチカラチカラ
市民協働の取り組みを紹介する新連載。
第１回は、本市の市民協働の歴史やさま
ざまな事業についてお伝えします！

市民協働を推進する市民協働を推進する
事業をご紹介！事業をご紹介！

第１回  

　本市では、河川浄化運動や脱スパイクタイヤ運動など、市民
活動が盛んに行われてきた歴史があります。また、「SENDAI
光のページェント」をはじめとする各種イベントが市民の力で
作り上げられ、魅力あふれる仙台のまちの個性となっています。
　近年、人口減少や少子高齢化といった社会の変化に伴い、地
域を取り巻く課題も複雑化していることから、多様な主体が連
携し、地域課題の解決を目指す「協働」の重要性が高まってい
ます。本市では、「ひとの力がまちを動かし、まちでの挑戦が
ひとを成長させる」という好循環を目指して、協働によるまち
づくりの推進に向けたさまざま取り組みを進めています。

※①①～③③の募集時期は翌年度の事業実施分

協働によるまちづくりの推進に向けて

さまざまな事業を展開しています！

①市民協働事業
提案制度

②ユースチャレンジ！
コラボプロジェクト

③地域づくりパートナー
プロジェクト推進助成事業

④仙台まちづくり
若者ラボ

　市民協働推進課①①☎214・1089、FAX211・5986②②～④④☎214・8002、FAX211・5986問

異なる年代や主体、分野を
掛け合わせることで、考え
方や人材の幅が広がり、従
来の枠にとらわれない新た
な発想やイノベーションの
創出が期待されます

▲服の交換会を通じて、廃棄
削減を目指す「Sendai R

リ
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ay」（ユースチャレ

ンジ！　コラボプロジェクト）

▲「観光交流が盛んな仙台」
をテーマとしたチームのフィ
ールドワーク（仙台まちづく
り若者ラボ）


